
初
代
中
部
方
面
特
科
連
隊
長
兼
ね
て
第
三
十
五
代
姫
路
駐
屯
地
司
令

一
等
陸
佐
　
米
村
　
謙
一
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編集責任者
事　務　局

三枝 副三
古西 真吾
姫路市勝原区宮田99-16
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姫
路
駐
屯
地
司
令
ご
挨
拶

令和6年盛夏　皇紀2684年暑中お見舞いい申し上げます。

隊
友
会
姫
路
支
部
支
部
長

三
枝
　
副
三

暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

納涼行事を引き立てる花火

特別会員北野耕司氏永年のご支援に感謝し記念品を贈呈

　
隊
友
会
会
員
の
皆
様
、

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
素
は
、隊
友
会
の
充

実
発
展
に
ご
協
力
を
賜

り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
度
、姫
路
支
部
の

総
会
・
懇
親
会
は
五
年
ぶ

り
に
講
演
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
総
会
は
、参
加
者
全
員

で
姫
路
護
國
神
社
に
正

式
参
拝
、社
殿
で
記
念
撮

影
の
後
、議
案
の
審
議
を

実
施
し
参
加
者
の
慎
重

な
審
議
に
よ
り
原
案
の

通
り
で
可
決
し
て
、令
和

六
年
度
の
姫
路
支
部
の

活
動
が
開
始
し
ま
し
た
。

　
講
演
は
三
月
二
十
一

日
に
新
編
さ
れ
た
中
部

方
面
特
科
連
隊
の
初
代

連
隊
長
に
就
任
さ
れ
た

米
村
謙
一 

一
等
陸
佐
に

「
自
衛
隊
の
役
割
と
姫
路

駐
屯
地
の
紹
介
」の
演
題

で
実
施
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　
懇
親
会
は
、米
村
一
佐

以
下
現
職
十
四
名
の
皆

様
の
参
加
、初
め
て
ご
臨

席
頂
き
ま
し
た
松
本
総

務
大
臣
・
住
吉
衆
議
院

議
員
・
佐
藤
参
議
院
議

員
代
理
、そ
し
て
地
元
県

議
の
飯
島
様
・
市
議
の
塚

本
様
さ
ら
に
特
別
会
員
・

正
会
員
の
皆
様
と
懇
親

を
深
め
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、今
永
理
事
役
の

司
会
に
よ
り
中
締
め
は

中
部
方
面
特
科
連
隊
副

連
隊
長
井
上
二
佐
の
万

歳
三
唱
を
も
っ
て
盛
会

裏
に
散
会
、「
市
民
と
自

衛
隊
の
架
け
橋
」の
目
的

と
更
に
新
入
会
員
の
石

川
・
小
南
・
奥
澤
会
員
等

相
互
の
絆
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。改
め

て
ご
参
加
の
皆
様
に
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
今
年
は
国
内
に

お
い
て
は
一
月
一
日
の
能

登
半
島
地
震
等
の
自
然

災
害
ま
た
世
界
の
安
全

保
障
環
境
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
の
長
期
化
に
よ

る
混
迷
、中
東
ガ
ザ
戦

乱
・
南
及
び
東
シ
ナ
海
の

領
有
権
問
題
の
悪
化
が

顕
在
化
し
て
い
る
状
況

下「
こ
と
に
臨
ん
で
は
危

険
を
顧
み
ず
身
を
も
っ
て

責
務
の
完
遂
に
努
め
る
」

と
の
服
務
の
宣
誓
の
元
、

精
励
さ
れ
て
い
る
現
職

自
衛
官
を
今
ま
で
以
上

に
国
民
の
理
解
を
得
て

強
力
に
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、憲

法
九
条
の
改
正
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。

　『
中
西
輝
政
京
都
大

学
名
誉
教
授
』の
言
葉
を

紹
介
し
て
結
と
し
ま
す
。

一
回
や
二
回
、刀
折
れ
矢

尽
き
て
倒
れ
て
も
屈
せ

ず
挑
み
続
け
る
。

　
最
後
は
屈
し
な
い
人

が
勝
つ
！
屈
せ
ず
挑
み

続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
隊
友
会
姫
路
支
部
の

皆
様
、平
素
か
ら
姫
路

駐
屯
地
に
格
別
の
ご
高

配
を
賜
り
、厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
隊
友
会
姫
路
支
部
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、国
民
と
自
衛
隊
の

架
け
橋
と
し
て
、相
互

の
理
解
を
深
め
、各
種

活
動
・
支
援
を
通
じ
、地

域
社
会
の
健
全
な
発
展

へ
の
貢
献
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
こ
と
に
心
よ

り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
六
年
三

月
、防
衛
力
強
化
の
一

環
に
よ
る
効
率
化
・
合

理
化
の
た
め
姫
路
の
第

三
特
科
隊
、第
十
特
科

連
隊（
豊
川
）、第
十
三

特
科
隊（
日
本
原
）、中

部
方
面
特
科
隊（
松
山
）

の
四
コ
部
隊
が
廃
止
、

新
た
に
二
府
十
九
県
に

わ
た
る
中
部
方
面
隊
直

轄
の
中
部
方
面
特
科
連

隊
が
新
設
さ
れ
、連
隊

本
部
が
姫
路
駐
屯
地
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、

十
八
年
ぶ
り
に
連
隊
旗

が
姫
路
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。五
月
に
は
姫
路

城
三
の
丸
広
場
に
お
い

て
、連
隊
旗
お
披
露
目

式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

初
代
中
部
方
面
特
科
連

隊
長
と
し
て
明
治
三
十

年
、野
砲
兵
第
十
聯
隊

が
当
駐
屯
地
に
配
置
以

降
、百
二
十
七
年
を
迎

え
る
歴
史
と
伝
統
あ
る

駐
屯
地
で
、「
自
ら
の
責

務
を
果
た
せ
」「
地
域
と

恒
常
的
に
連
携
せ
よ
」

を
要
望
事
項
に
挙
げ
、

こ
れ
ら
を
果
た
す
べ
く

任
務
に
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
ご
承
知
の
通

り
、国
際
情
勢
は
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対

す
る
軍
事
侵
攻
に
加

え
、中
東
に
お
け
る
イ

ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

紛
争
の
激
化
、我
が
国

周
辺
で
は
中
国
の
軍
事

的
圧
力
の
増
大
、北
朝

鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問

題
と
我
が
国
は
、戦
後

最
も
厳
し
く
複
雑
な
安

全
保
障
環
境
に
直
面
し

て
い
ま
す
。ま
た
宇
宙
・

サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
に

よ
る
新
領
域
で
の
戦
闘

に
加
え
、ド
ロ
ー
ン
等
の

無
人
機
に
よ
る
偵
察
・

攻
撃
能
力
も
日
々
進
化

し
て
お
り
、防
衛
省
・
自

衛
隊
は
、新
し
い
戦
い

方
に
対
応
す
べ
く
、防

衛
力
の
抜
本
的
強
化
と

我
が
国
を
断
固
と
し
て

守
り
抜
く
意
思
を
保
持

し
、日
夜
訓
練
等
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
国
家
防
衛
だ
け

で
な
く
、本
年
一
月
に
発

生
し
ま
し
た
能
登
半
島

地
震
に
お
け
る
災
害
派

遣
等
、災
害
発
生
時
の

人
命
救
助
、民
生
支
援

な
ど
多
様
な
任
務
を
遂

行
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。能
登
半

島
地
震
で
は
姫
路
駐
屯

地
か
ら
延
べ
約
二
千
七

百
名
の
隊
員
が
派
遣
さ

れ
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ

把
握
や
物
資
輸
送
を
実

施
し
ま
し
た
が
、駐
屯

地
か
ら
の
出
発
に
先
立

ち
、隊
友
会
様
か
ら
激

励
と
見
送
り
を
頂
き
、

隊
員
の
現
地
で
の
活
動

に
お
け
る
励
み
と
な
り

ま
し
た
。感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
我
々
自
衛
隊
は
、如

何
に
時
代
や
情
勢
が
移

り
変
わ
ろ
う
と
も
国
民

が
代
々
受
け
継
い
で
き

た「
美
し
い
日
本
国
」を

子
や
孫
の
次
世
代
に
、

よ
り
平
和
な
形
で
継
承

で
き
る
よ
う
、い
か
な
る

困
難
に
も
立
ち
向
か

い
、事
に
望
ん
で
は
危

険
を
顧
み
ず
、身
を
も
っ

て
国
民
の
皆
様
の
御
楯

と
な
る
こ
と
を
お
誓
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、隊
友
会
姫
路
支
部

の
ご
発
展
と
会
員
並
び

に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

す
る
と
と
も
に
、姫
路

駐
屯
地
に
対
す
る
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

記
念
品
贈
呈

　
太
平
洋
戦
争
末
期
、実
質
的
に
日
本
帝
国
海
軍
が
壊

滅
し
、制
海
・
制
空
権
を
完
全
に
ア
メ
リ
カ
軍
に
奪
わ
れ

た
日
本
軍
は
、何
と
か
し
て
こ
の
劣
勢
を
挽
回
し
、国
体

を
保
持
し
た
ま
ま
の
日
本
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
藁
に
も

す
が
る
決
死
の
覚
悟
で
新
し
い
兵
器
を
作
り
出
そ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
一つ
に
帝
国
陸
軍
が
開
発
し
た
特
攻
兵
器「
マ
ル

レ
艇
」が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ル
レ
艇
は
、一
人
乗
り
で
自

動
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、装
甲
は
ベ
ニ
ヤ
板
で
、船

体
後
部
に
爆
雷
を
装
着
し
た
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
型
の
肉

薄
特
攻
兵
器
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ
軍
の
上
陸
支
援
艦
艇

に
体
当
た
り
し
、本
土
上
陸
を
　
阻
止
す
る
目
的
で
研

究
さ
れ
ま
し
た
。帝
国
海
軍
が
開
発
し
た
特
攻
兵
器「
震

洋
」と
酷
似
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ル
レ
艇
の
開
発
主
体
が
通
称
十
研
と
い
わ
れ

る
第
十
陸
軍
技
術
研
究
所
で
あ
り
、終
戦
前
年
の
昭
和

十
九
年
に
姫
路
市
立
高
等
女
学
校（
現
在
の
市
立
琴
丘

高
校
）の
一
部
を
借
り
て
開
所
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
研

究
開
発
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
戦
果
確
認
の
野
外
性

能
試
験
は
、た
つ
の
市
の
室
津
港
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
究
開
始
か
ら
三
ヶ
月
程
で
完
成
し
た
マ
ル
レ
特
攻
艇

は
、ル
ソ
ン
島
や
沖
縄
戦
で
実
戦
配
備
さ
れ
た
他
、本
土

決
戦
に
備
え
太
平
洋
沿
岸
の
上
陸
適
地
周
辺
に
数
多
く

配
置
さ
れ
ま
し
た
。　

　
今
考
え
れ
ば
ベ
ニ
ヤ
板
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
鋼
鉄

の
艦
艇
を
撃
破
し
よ
う
な
ど
と
は
な
ん
と
無
謀
な
こ
と

を
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
一
笑
す
る
人
が
多
い
い
と
思
い

ま
す
が
、海
軍
戦
力
を
完
全
に
断
た
れ
た
弱
小
国
家
が

圧
倒
的
優
勢
な
戦
力
で
押
し
寄
せ
る
侵
略
軍
に
立
ち
向

か
う
た
め
に
は
有
力
な
一
手
段
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
現
に
、海
軍
戦
力
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
、現
代
版
マ
ル
レ
艇
で
あ
る「
水
上
無
人
機（
ド
ロ
ー

ン
）に
よ
り
黒
海
の
主
導
権
を
奪
還
す
る
こ
と
が
で
き

た
」と
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
公
言
し
て
い
ま
す
。こ

の
事
は
台
湾
有
事
の
離
島
防
衛
に
お
い
て
大
い
に
教
訓

と
す
べ
き
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
我
が
郷
土
姫
路
は
、国
家
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
た

先
人
た
ち
が
乏
し
い
資
源
と
劣
悪
な
開
発
環
境
に
も
拘

わ
ら
ず
必
死
に
な
っ
て
研
究
開
発
を
重
ね
つ
い
に
マ
ル
レ

艇
を
完
成
さ
せ
た
尽
忠
報
国
の
地
で
あ
り
ま
す
。こ
の
事

は
、世
界
に
類
を
見
な
い
二
千
六
百
年
余
も
の
悠
久
の

歴
史
を
有
す
る
素
晴
ら
し
い
瑞
穂
の
国
日
本
を
必
死
に

な
っ
て
次
の
世
代
に
繋
ご
う
と
し
た
播
州
の
誇
り
高
い

貴
重
な
歴
史
と
し
て
末
永
く
日
本
人
の
心
に
語
り
継
が

れ
て
い
く
事
で
し
ょ
う
。

事
務
局
次
長
　
小
嶋 

榮
治

姫
路
に
あ
っ
た
特
攻
兵
器
研
究
所

678-0235 赤穂市旧城内 TEL 0791-42-2054

姫路合同貨物自動車株式会社

〒 6 7 0 - 0 8 4 3 姫 路 市 城 東 町 清 水 6 番 地

隊友会 姫路支部
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姫路支部の
諸活動

5月26日（日）
海軍戦没者追悼式主催

新
クリアファイル
作製 !!

姫路名古山霊苑

（姫路駐屯地中部方面
特科連隊新編記念）

相生市民と共に出港見送り

第42掃海隊司令の入港歓迎挨拶

掃海艇あおしまの勇姿

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
暑
さ
厳
し
い
中
、健

康
に
は
十
分
留
意
し
て
い
た
だ
き
、公
益
活

動
へ
の
ご
協
力
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
義
援
金
募
金
は
、会
員
各
位

の
心
温
ま
る
ご
協
力
に
よ
り
、募
金
額
十
七

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。義
援
金
は
、被

災
地
の
方
々
の
生
活
を
支
援
す
る
と
共
に
一

日
も
早
い
復
興
を
祈
念
し
、日
本
赤
十
字
社

よ
り
被
災
地
に
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。会
員
各
位
の
ご
厚
意
に
感
謝
し
、心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
務
局
　
古
西

編
集
後
記

隊
友
会
姫
路
支
部
か
ら
の
御
礼

支
部
関
連
行
事（
八
月
〜
十
二
月
）

七
　
月

八
　
月

十
　
月

十
一
月

十
二
月

姫
路
駐
屯
地
納
涼
行
事

二
十
七
日（
土
）一
八
時

陸
軍
墓
地
慰
霊
祭（
姫
路
名
古
山
霊
苑
）　

一
〇
日（
土
）一
〇
時

英
霊
感
謝
祭
　（
姫
路
護
國
神
社
）　

十
五
日（
木
）一
〇
時

姫
路
市
防
災
図
上
訓
練

（
姫
路
市
防
災
セ
ン
タ
ー
）

二
十
九
日（
火
）十
三
時

秋
季
例
大
祭（
姫
路
護
國
神
社
）

二
日（
土
）一
〇
時

姫
路
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事

二
十
四
日（
日
） 

九
時
三
十
分

義
士
祭（
赤
穂
大
石
神
社
）

十
四
日（
土
）

姫
路
城
ク
リ
ー
ン
作
戦

二
十
日（
金
） 

九
時

姫
路
護
國
神
社
清
掃
奉
仕

二
十
二
日（
日
） 

九
時

■■■■■■■■■

叙勲受章者
令和6年度（春）

(敬称略)

瑞宝双光章　岩元憲道・田渕聖史
                　松本憲和・村松啓介

受章誠におめでとうございます

姫路駐屯地司令の記念講話

総会前参拝時の集合写真参列者の国歌斉唱

出席者全員で記念撮影

姫路護國神社白鷺の
宮参集殿

誠におめでとうございます 誠におめでとうございます

令和6年盛夏　皇紀2684年暑中お見舞いい申し上げます。

679-4343 兵庫県たつの市新宮町大屋668-12
TEL0791-75-1212　FAX0791-75-0929

隊友会会長表彰 (敬称略)

(敬称略)

(敬称略)

清水英信

兵庫県隊友会会長表彰
兵庫県隊友会会長感謝状

河本 渉 ・山内知己
有安正芳（特別会員）

代表者の力強い挨拶

3月3日（日）
入隊入校予定者激励会

共催
アクリア姫路中ホール

参列者全員による万歳三唱

受付案内の会員

姫路護國神社
建国を祝う会姫路実行委員会

（隊友会・郷友会、霊友会・日本会議）主催

相生港野瀬埠頭
入港歓迎式典及び出港式典に

参加した。

2月11日（日）
建国祭奉祝式典

4月20日（土）
第66回定期総会

6月7日入港、9日出港
掃海艇「あおしま」入港

来賓代表の追悼の辞

姫路支部長感謝状 弘済企業姫路出張所 所長 久保清和
永年在籍最年長会員 高橋弘達(敬称略)

白鳥会動画

隊友会 姫路支部

全会員、姫路駐屯地全隊員に
配布しましたが、更に必要な
方は事務局に連絡ください。

・防衛省退職後団体傷害保険

所　長：久保清和　副所長：永野義彦
079-222-4011(内線)332


